































 a’. ｛He ／ *φ｝has already been up.
 b. 花子が｛それを／φ｝買った。









　（2） a. 太郎iは［花子が φ*i/j 助けたと］思っている。
　 b. 太郎iは［花子が φi/j  助けてクレタと］思っている。
　（3） a. 太郎iは［花子が φi/j  助けた時］泣いていた。



























































 b. 私が花子に本を買って｛アゲタ／ *クレタ｝。




















　（6） a. 太郎が φk｛*助けた／助けてクレタ｝。

































　（8） a. 太郎iは［花子が φi 助けてクレタと］思っている。
　 b. 太郎iは［花子が φi 助けてクレタ時］泣いていた。
　（9） a. 太郎iは［私が φi 助けてクレタと］思っている。






　（10） a. *太郎iは［私が φi 助けたと］思っている。


























































　（11）  a. 太郎iは［花子が φ*i 助けたことを］覚えている。
　 b. 太郎iは［花子が φi  助けクレタことを］覚えている。
　 c. *太郎iは［私が φi 助けクレタことを］覚えている。
　（12）  a. 太郎iは［花子が φi 助けるなら］試験に受かるだろう。
　 b. 太郎iは［花子が φi 助けてクレルなら］試験に受かるだろう。
　 c. *太郎iは［私が φi 助けクレルなら］試験に受かるだろう。
　（13）  a. 太郎iは［花子が φ*i 助けた］場所を知らない。6
　 b. 太郎iは［花子が φi  助けてクレタ］場所を知らない。
　 c. *太郎iは［私が φi 助けてクレタ］場所を知らない。
　（14）  a. 太郎iは［花子が φ*i 助けると］大量の仕事を引き受けた。
　 b. 太郎iは［花子が φi  助けてクレルと］大量の仕事を引き受けた。
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